
　平
成
二
十
四
年
度
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
は『
暮
ら
し
ワ
ク
ワ
ク
設
計
チ
ー
ム
』

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、「
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を

培
う
た
め
に
、実
践
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
学
ぶ
大
学
。

学
生
・
教
員
が
力
を
合
わ
せ
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
活

動
を
創
り
出
し
、地
域
に
発
信
す
る
大
学
」を
目
指
し
、

動
き
出
し
た
元
年
で
し
た
。

　本
稿
の
執
筆
は
一
月
下
旬
で
す
が
、後
期
の
主
な
行

事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。十
月
中
旬
か
ら
四
週
間
、短

大
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
が
幼
稚
園
実
習
に
の
ぞ

み
ま
し
た
。十
二
月
十
五
日
に
は
大
学
家
政
学
科
課
題

研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。二
月
八
日
〜
十
三
日

に
は
大
学
生
活
美
術
学
科
第
四
十
五
回
卒
業
制
作

展
、二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
に
は
短
期
大
学
部
生

活
学
専
攻
の
平
成
二
十
四
年
度
課
題
研
究
展
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
、大
学
・
短
大
で
の
学
習
の
成
果
が
発
表

さ
れ
ま
す
。ま
た
、十
月
二
十
・
二
十
一日
に
は
大
学
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た（
二
十
日
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
同
時

開
催
）。学
友
会
、サ
ー
ク
ル
の
学
生
主
体
で
運
営
さ
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。大
学
服
飾
文
化
専
攻

が
協
力
し
た
、十
月
開
催
の「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙

台
2
0
1
2
」の
開
会
式
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ダ
ン
ス
衣

装
制
作
を
は
じ
め
と
し
て
、各
種
地
域
貢
献
活
動
や

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
、学
生
と
教
員
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
み
、身
に
付
け
た
実
践
的
な
知
識
・
ス
キ

ル
を
地
域
の「
暮
ら
し
ワ
ク
ワ
ク
」に
向
け
て
発
信
す
る

機
会
が
確
実
に
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
他
、短

期
大
学
部
で
は
、四
月
か
ら
始
ま
る
食
物
栄
養
学
専
攻

に
向
け
て
改
装
し
て
き
た
調
理
学
実
習
室
と
食
生
活

実
習
室
が
十
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。安
全
で
お
い
し
い

食
事
の
提
供
と
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、実
習
設
備

を
整
え
ま
し
た
。今
後
大
学
家
政
学
科
健
康
栄
養
学

専
攻
の
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
と
短
大
の
栄
養
士
養

成
課
程
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
出
し
、層
の
厚
い
食
の
教

育
を
行
い
ま
す
。

　三
月
に
な
る
と
大
学
四
年
生
・
短
大
二
年
生
が
卒
業

を
迎
え
ま
す
。例
年
よ
り
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、学

生
た
ち
は
卒
業
制
作
・
課
題
研
究
の
追
い
込
み
や
国
家

試
験
の
勉
強
に
熱
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
ま
で
の
努

力
が
結
実
し
、各
自
の
ス
キ
ル
や
セ
ン
ス
を
生
か
し
た
仕

事
を
通
し
て
社
会
の一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
、さ
ら
な
る

飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

生活文化学科長   松尾 広
東北生活文化大学短期大学部
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　平成24年8月9日、中部大学学生相談室の桐山雅子教授による教職員対象の講演会が開催され、若者の特徴を理解して「聴く」ことの重要性を伺い
ました。私たちは話を聴いているつもりでも、実は自分の意見を押しつけたり、説教してしまっていることが多く、聴くということはかなり難しいことのようです。相
手の話す言葉だけにとらわれず、言葉以外のメッセージ（表情、態度、声の調子など）にも注意しながら、言葉の奥に込められた気持ちや感情を「聴く」ように
心がけたいものです。人は自分の気持ちが受け入れられることによって、「これからどうしようか」と、やっと現実に心が向けられるようになります。せっかく勇気
を出して相談に来たのに、否定したり、一方的な助言、忠告で終わることのないように、真摯に向き合って「聴くこと」「気持ちをわかろうとすること」に心がけ
ていきたいと思います。そして、このかかわりを通し、自分の気持ちを語る力、自分を好きになる力（自己肯定感）、人を信頼する力が育つことを願っています。

保 健 セ ン タ ー か ら

就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

講演会「教職員のための学生対応の実際」開催

　本学には聴覚障害学生が在籍していますが、平成23年度は震災後の東北支援の一環として同志
社大学の学生さんから遠隔情報保障支援を受けました。遠隔情報保障支援とは、本学の授業を
iPhoneから同志社大学に講義音声を飛ばし、瞬時に同志社大学の学生さんがパソコンノートテイクを
して本学の障害学生のiPhoneに通訳した文字が送られてくるというものです。多少の時間差はあります
が、他の学生とほぼ同時に授業を理解することができる先進的な方法でした。今年度は本学学生およ
び教職員によるノートテイク支援を行いました。ノートテイクとは聴覚障害学生の耳の代わりになって講
義の内容を筆記して通訳する方法です。次年度も継続して支援を行いますので、学生ノートテイカーの
登録をお願いいたします。

過去３年間の本学の進路状況は下表のとおりです。

これまでの本学学生の就職活動の反省に基づいて、特に大切な事項をあげます。

まず、若者の話しを十分に聴くことが大事です。そして、相手の気持ちを受け止めながら会話のキャッチボールができるようになる事が望ま
しいと言えます。
避けるべきこと：話を十分に聴かずにこちらの価値観で判断し、一方的な反論・否定や賛成をすること、そして一方的に助言・忠告・説教

をすることです。
望ましいこと：あいづち・うなづき・繰り返し・質問をしながら丁寧に聴くことが何よりです。また、言葉以外のメッセージも受け取る努力をす

ること、さらに良いところがあれば褒める・助言する・励ますことも良いでしょう。

障がい学生支援

若者との対応で教職員や保護者が留意するべき事項

「わかる」とは話の内容を理解することではなく、相手の気持ちを受け入れることです。若者は話して受け入れられることで、「これからどうし
よう」という現実に心と目が向けられるようになります。

「聴くこと」で育てる「わかってもらった！」の不思議

　卒業前年の12月から就職活動が開始されますが、最終学年になっても活動を開始せず、最終学年の後半になってから学生就職相談室に来る学生が多いという状況
です。他大学の学生と比較すると、一年近く活動開始が遅くなっています。なるべく早く動き出すよう督励をお願いいたします。

①なるべく早く動き出そう。

　就職試験の筆記試験問題やＳＰＩで出題されるのは、高校1年生までの学習範囲であり、その応用形であることが多いのです。大学生だから高校で学習したことは十分
に理解していると思っているのは、単なる思い込みである学生が結構います。問題集を毎日着実に解いていく勉強が、結局は就職戦線を勝ち抜くことになります。

②基礎学力を重視しよう。

　学生が一生懸命に頑張って内定通知を得たものの、その会社に就職するか辞退するかで保護者と学生の意見が分かれることがあります。数は少ないのですが、会社
に承諾書を提出してから辞退する例もあります。就職活動を始める前に、就職は県外でもよいのか、地元でなければならないのか、職種は営業がよいのか、事務に限るの
か、…これらのことを話し合ってお互いに理解し合っておくことが必要です。保護者は、就職活動に励む学生の最大の支援者です。

③学生と保護者との話し合いを。

種　別

大　学

短　大

卒業年月

24.3卒
23.3卒
22.3卒
24.3卒
23.3卒
22.3卒

82（9）
105（18）
119（23）

81（7）
71（12）
80（10）

65（8）
79（16）
87（17）
73（6）

55（12）
69（6）

52（5）
66（11）
74（15）
68（4）

53（12）
63（6）

13（3）
13（5）
13（2）
5（2）
2（0）
6（0）

80.0
83.5
85.1
93.2
96.4
91.3

6（0）
6（1）

14（1）
5（1）
2（0）
2（1）

11（1）
20（1）
18（5）
3（0）

14（0）
9（3）

卒業者 就職希望者 就職状況
内定者 未定者 内定率（％） 進　学 家事手伝等

※（  ）は内数で男子

HP「PEPNet-Japan」より
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大
学
家
政
学
科

　
前
回
の「
広
報
Ｔ
Ｓ
Ｂ
」か
ら
約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。こ
の
間
を
中
心
に
し

て
、家
政
学
科
の
動
向
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
夏
休
み
の
終
わ
り
、九
月
十一日
か
ら
九
月
十
四
日
ま
で
、服
飾
文
化
専
攻
二

年
生
の
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
、東
京
、横
浜
、鎌
倉
の
方

に
参
り
、ア
パ
レ
ル
企
業
や
美
術
館
、博
物
館
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
後
期
の
授
業
は
九
月
十
九
日
に
開
始
し
ま
し
た
。後
期
の
授
業
の
履
修
登
録

は
四
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、前
期
の
成
績
を
も
と
に
、履
修
科
目
の
修
正
、追

加
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。特
に
、二
年
生
は
進
級
を
、そ
し
て
、四
年
生
は

卒
業
を
控
え
て
い
ま
す
の
で
、余
裕
の
あ
る
履
修
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
今
年
度
の
後
期
か
ら
、一年
生
に
対
し
て
新
た
に「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」と
い
う

科
目
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
科
目
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の一環
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、就
職
の
み
な
ら
ず
、卒
業
後
の
人
生
プ
ラ
ン
も
含
め
て
、大
学
生
活
の
早

い
時
期
か
ら
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
設
さ
れ
た
科
目

で
す
。ま
た
、「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」で
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
月
二
十
日
と
二
十
一日
に
は
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。家
政
学
科
の

学
生
た
ち
は
、服
飾
や
栄
養
と
い
う
専
門
分
野
を
活
か
し
た
、展
示
、販
売
、

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。大
学
祭
や
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
一月
十
日
に
は
、健
康
栄
養
学
専

攻
二
年
生
の
校
外
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
家
政
特
別
講
義
Ⅱ
の
授

業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、今
年
度

は
、セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、キ
リ
ン
ビ
ー
ル

仙
台
工
場
、三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
十
一月
二
十
七
日
に
は
、家
政
学
科

の
主
催
で
、東
北
大
学
の
川
島
隆
太
先

生
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。脳
に

つ
い
て
の
川
島
先
生
の
お
話
は
惹
き
込

ま
れ
る
よ
う
な
力
が
あ
り
、学
生
た
ち
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。詳
し
く
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
十
五
日
に
は
、四
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
参
照
）。三
年
生
の
後
期
か
ら
続
け
て
き
た
研
究
の
集
大
成
の
場
で
あ

り
、質
疑
応
答
で
も
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
服
飾
文
化
専
攻
の
四
年
生
は一月
十
七
日
に
衣
料
管
理
士
の
試
験
を
受
験

し
ま
し
た
。一方
、健
康
栄
養
学
専
攻
の
四
年
生
は
三
月
十
七
日
の
管
理
栄
養

士
の
試
験
に
向
け
て
、追
い
込
み
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
終
盤
に
入
り
、卒
業
式
も
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。進
級
、卒
業
、

就
職
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
順
調
に
進
め
る
よ
う
に
、心
を
配
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　　
生
活
美
術
学
科
は
、Ａ
Ｏ
入
試
、

高
校
生
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
八
月
を

慌
た
だ
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。四

年
生
は
卒
業
論
文
の
提
出
・
審
査
に

向
け
担
当
教
員
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
、夏
休
み
に
関
係
な
く
調
査
、

取
材
、執
筆
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

九
月
は
、美
術
鑑
賞（
二
年
生
）と

博
物
館
実
習（
三
年
生
）の
研
修
旅

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
多
く
の
学
生
は
、学
内
開
催
の「
学
科
内
コ
ン
ク
ー

ル
」の
作
品
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。表
彰
式
で
は
教
員
の
個
人
賞
、画
廊
賞

な
ど
が
用
意
さ
れ
、そ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
賞
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
学
生
も
多

い
よ
う
で
す
。作
品
は
大
学
祭
で
展
示
し
ま
し
た
。十
月
は
第
三
回

S
E
I
B
U
N
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
ス
マ
イ

ル
」、高
校
生
・
中
学
生
の
作
品
を
公
募
し
、表
彰
と
展
示
発
表（
十
月
六
日
〜

八
日
）を
行
い
ま
し
た
。特
別
審
査
委
員
に
人
形
作
家
の
四
谷
シ
モ
ン
氏
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。十
二
月
は
、公
開
講
座
を
地
域
に
向
け
て
開
催
し
ま
し
た（
本
学

科
で
は
五
名
の
教
員
が
担
当
）。

　○
八
月
五
日
〜
二
十
五
日
　
筒
井
偲
乃
婦
展（
四
年
生
）　
西
脇
市
主
催
の

サ
ム
ホ
ー
ル
大
賞
展
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
記
念
展
　

西
脇
市
岡
之
山
美
術
館

○
九
月
十
六
日
〜
二
十
三
日
　
第
八
回
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
展

（
東
北
生
活
文
化
大
学
×
文
星
芸
術
大
学
交
流
展
）中
本
誠
司
現
代
美
術
館

○
十
月
三
十
日
〜
十
一
月
五
日
　
T
O
K
Y
O 

D
E
S
I
G
N
E
R
S 

W
E
E
K 

2
0
1
2

明
治
神
宮
外
苑
絵
画
館
前
中
央
広
場

○
十
月
三
十
日
〜
十一月
十一日
　
倉
茂
麻
子（
四
年
生
）個
展「
キ
リ
ヌ
キ
」

美
術
カ
フ
ェ
ピ
ク
ニ
カ

○
十
月
二
十
三
日
〜
二
十
八
日
　
筒
井
偲
乃
婦
個
展
　
ア
ー
ト
ル
ー
ム
エ
ノ
マ

○
十一月
十
七
日
〜
三
月
三
十一日
　
会
田
誠
展「
天
才
で
ご
め
ん
な
さ
い
」　

2
0
1
0
年
に
本
学
科
学
生
が
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
M
O
N
U
M
E
N
T 

F
O
R 

N
O
T
H
I
N
G 

2
」の
作
品
展
示

六
本
木
ヒ
ル
ズ
タ
ワ
ー
森
美
術
館

○
十一月
二
十
七
日
〜
十
二
月
九
日
　
鈴
木
健
太（
三
年
生
）個
展
　

美
術
カ
フ
ェ
ピ
ク
ニ
カ

○
十
二
月
十
八
日
〜
二
十
八
日
　
村
井
吉
朗（
四
年
生
）映
像
展
　

ア
ー
ト
ル
ー
ム
エ
ノ
マ

○
十
二
月
二
十一日
〜
二
十
六
日
　
版
画
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展
　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

○一月
十一日
〜
十
六
日
　
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展

（
絵
画
・
彫
刻
・
壁
画
・デ
ザ
イ
ン
）せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

○
二
月
八
日
〜
十
三
日
　
第
四
十
五
回
卒
業
制
作
展
　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

○
二
月
十
二
日
〜
十
七
日
　
陶
芸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展
　
メ
リ
ラ
ボ

　「
ホ
タ
ル
の
里
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座
」〜
ホ
タ
ル
祭
り
〜
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
と

「
ホ
タ
ル
祭
り
」

「
I
R
O
D
O
R
I（
彩
）せ
ん
だ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」看
板
制
作

「
ネ
オ・
ク
ラ
シ
ッ
ク
！
カ
ク
ノ
ダ
テ
」角
館
の
古
民
家
や
町
倉
を
会
場
と
し
た
作

品
展
示
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
」美
術
展

「
芸
術
銀
河
２
０
１
２
主
催
事
業
」美
術
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
風
鈴
の
絵
付
け
」来
場
者
へ
の
技
術
指
導

作
品
発
表

学
科
の
行
事

生
活
学
専
攻

子
ど
も
生
活
専
攻

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

短信

大
学
生
活
美
術
学
科
短信

広報

　
前
に
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

生
活
文
化
学
科
は
平
成
二
十
五
年

度
に
改
組
し
、食
物
栄
養
学
専
攻

と
子
ど
も
生
活
専
攻
の
二
専
攻
と

な
り
ま
す
。授
業
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
、夏
休
み
の
期
間
を
使
っ
て
実

習
施
設
の
改
修
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、十
月
末
に
調
理
学
実

習
室
と
食
生
活
実
習
室
が
完
成
い

た
し
ま
し
た
。楽
し
い
雰
囲
気
で
実

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、調
理
学

実
習
室
は
明
る
い
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。ま
た
食
生
活
実
習
室
は
、食
空
間
づ
く
り
を
学
ぶ
実
習

室
と
し
て
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。後
期
か
ら
生
活
学
専
攻
・
子
ど
も
生
活

専
攻
の
授
業
で
も
使
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
行
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

○一月
二
十
九
日
　
成
人
祝
賀
記
念
行
事
　
柴
田
三
兄
妹
演
奏
会（
津
軽
三

味
線
）　「
A
d
v
a
n
c
e
　
〜
前
進
〜
」（
本
学
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
）

　
三
月
に
卒
業
し
社
会
人
と
な
る
二
年
生
へ
の
は
な
む
け
と
し
て
行
わ
れ
る
、

短
大
の
恒
例
行
事
で
す
。今
年
度
は
後
援
会
、同
窓
会
の
方
々
と
、地
域
貢

献
の一つ
と
し
て
双
葉
ヶ
丘
、虹
の
丘
町
内
会
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
九
月
十一日
　
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
産
学
連
携
講
座
Ⅰ

株
式
会
社
菓
匠
三
全
大
町
本
店
で
、接
客
マ
ナ
ー
講
習
、菓
子
の
歴
史
の
講
義
他

○
九
月
十
七
日
　
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
産
学
連
携
講
座
Ⅱ

株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の
講
義
、厨
房
見
学
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
実
習

○
十
二
月
二
十
日
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅳ
　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

油
谷
美
恵
子
先
生
を
招
き
、就
職
活
動
な
ど
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
的
メ
イ
ク

の
実
習

○
二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
　
平
成
二
十
四
年
度
生
活
学
専
攻

作
品
展
示
発
表
会（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
五
階
展
示
室
）

二
年
生
の
実
習

○
五
月
末
、六
月
中
旬
　
保
育
所
実
習
Ⅰ・Ⅱ（
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間
）

○
七
月
下
旬
　
施
設
実
習（
二
週
間
）

○
十
月
中
旬
　
教
育
実
習（
幼
稚
園
）（
四
週
間
）

一年
生
の
実
習

○
六
月
　
幼
稚
園
・
保
育
所
見
学
実
習（
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園
）、

施
設
見
学
実
習（
丘
の
家
こ
ど
も
ホ
ー
ム
）

○
九
月
初
旬
　
幼
稚
園
基
礎
実
習
Ⅰ（
ま
す
み
幼
稚
園
）

○
十
月
二
十・二
十一日
　
大
学
祭

一年
生
が
主
体
的
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
企
画
・
運
営
し
、三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
上
演

○
十
二
月
中
旬
　
保
育
所
基
礎
実
習
Ⅰ（
ま
す
み
保
育
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
見
学
実
習（
川
崎
町
立
か
わ
さ
き
こ
ど
も
園
）

○一月
下
旬
　
施
設
見
学
実
習（
啓
佑
学
園
）

○
二
月
初
旬
　
幼
稚
園
基
礎
実
習
Ⅱ（
ま
す
み
幼
稚
園
）

○
二
月
中
旬
　
保
育
所
基
礎
実
習
Ⅱ（
ま
す
み
保
育
園
）

短
大
生
活
文
化
学
科
短信
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大
学
に
入
学
し
て一年
が
過
ぎ
、学
年
が一つ
の
区
切
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の一年
間
、皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
振
り
返

り
ま
し
ょ
う
。

　
先
日
、終
了
し
た
講
座「
フ
ァッ
シ
ョ
ン・
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
」で
は
、一週
間
程

度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
た
と
思
い
ま
す
。お
客
様
か
ら
従
業
員
へ
と
立

場
が
変
わ
る
こ
と
で
、社
会
人
と
し
て
働
く
こ
と
の
難
し
さ
や
厳
し
さ
、ま
た
は
、

働
く
こ
と
への
楽
し
さ
や
や
り
甲
斐
な
ど
、沢
山
の
こ
と
を
考
え
、そ
し
て
、教
科

書
に
は
決
し
て
載
っ
て
い
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
春
休
み
は
、一年
間
の
取
り
組
み（
学
習
・
生
活
・
学
友
会
活
動
な
ど
）に
対
し

て
、心
身
を一休
み
さ
せ
次
年
度
に
向
け
て
の
準
備
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。新
年

度
新
学
期
に
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

　　　　
健
康
栄
養
学
専
攻一年
生
の
ク
ラ
ス
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
ず
、十

月
に
面
談
を
行
い
ま
し
た
。授
業
の
様
子
、希
望
し
て
い
る
資
格
や
卒
業
後
の
進

路
、ア
ル
バ
イ
ト
の
状
況
な
ど
面
談
を
通
し
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
次
に
、学
生
の
活
躍
と
し
て
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
祭
で
は
、ス
タ
ッ
フ

と
し
て
行
事
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

は
、先
輩
と
協
力
し
て
行
事
を
主
催
す
る
立
場
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
は
二
年
生
に
な
り
、専
門
科
目
が
増
え
て
課
題
な
ど
が
多
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。一年
次
の
復
習
と
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、「
や
る
べ
き
こ
と
」と「
や
り
た

い
こ
と
」の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
て
、大
学
生
と
し
て
初
め
て
の
春
休
み
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
短
か
っ
た
秋
か
ら
冬
に
季
節
が
変
わ
ろ
う
と
す
る
頃
か
ら
、マ
ス
ク
を
着
用
す

る
学
生
の
姿
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、担
任
と
し
て
、体
調
不
良
を
訴
え
る

学
生
の
数
が
増
え
る
も
の
と
、心
配
し
ま
し
た
が
、ど
う
も
私
の
警
戒
は
空
振
り

だ
っ
た
よ
う
で
す
。大
美一年
生
は
入
学
当
初
と
変
わ
ら
ず
、欠
席
者
・
遅
刻
者
の

少
な
い
、美
術
を
学
ぶ
学
生
が
構
成
す
る
集
団
に
は
少
々
珍
し
い
程
の
真
面
目

さ
を
維
持
し
た
ま
ま
、最
初
の一年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。ど
う
や
ら
、マ
ス

ク
は
、流
行
す
る
か
も
し
れ
な
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
への
対
策
を
学
生

達
が
自
主
的
に
講
じ
た
こ
と
の
現
れ
の
よ
う
で
す
。

　
大
人
に
な
ろ
う
と
す
る
多
感
な
学
生
達
で
す
。水
面
下
で
は
、皆
、自
己
形

成
への
過
渡
期
を
迎
え
、そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
推
察
で
き
ま
す

が
、内
面
的
葛
藤
と
学
生
と
し
て
の
本
分
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
と
う
と
す
る
健
気

な
姿
に
、彼
達
・
彼
女
達
の
成
長
を
実
感
し
ま
す
。

　　　　
昨
年
九
月
に
実
施
し
た
研
修
旅
行
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、有
意
義
で
心
に

残
る
旅
行
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
十
月
に
は
大
学
祭
の
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、服
飾
文
化
専

攻
二
年
生
は
、ス
タ
ッ
フ
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、モ
デ
ル
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、十
二
月
の「
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

ｉｎ 

せ
ん
だ
い
」で
も
、メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
今
年
度
も
終
了
し
、大
学
生
活
も
半
分
が
過
ぎ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。三
年
生
に
な
る
と
、専
門
科
目
や
免
許
・
資
格
に
関
す
る
科
目
が
増
え

ま
す
。三
年
生
の
後
期
に
は
課
題
研
究
も
始
ま
り
ま
す
。卒
業
後
の
進
路
を
見

据
え
て
、後
半
の
二
年
間
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　　　　
二
年
生
の
後
期
は
実
習
や
研
修
な
ど
が
あ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
学
業
に
励
む

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。家
政
特
別
講
義
Ⅱ
の
見
学
研
修
で
は
み
や
ぎ
保
健

企
画
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
へ
行
き
ま
し
た
。セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
で
は
Ｏ
Ｂ
の
管
理
栄
養
士
か
ら
説
明
し
て
頂
き
、来
年
度
の
臨
地
実
習

に
向
け
て
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。給
食
管
理
実
習
で
は
、初
の
大

量
調
理
に
挑
み
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
協
力
し
て
行
う
難
し
さ
と
達
成
感
を

学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、大
学
祭
を
は
じ
め
と
し
た
学
友
会
活
動
で
は
本
ク

ラ
ス
の
学
生
が
主
体
と
な
り
活
躍
し
て
大
学
全
体
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、宮
城
県
栄
養
士
会
主
催
の
栄
養
ま
つ
り
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
生
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
て
よ
り一層
前
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　　　　
夏
季
休
業
中
と
は
い
え
九
月
初
旬
に
は
美
術
鑑
賞
旅
行
が
、中
旬
に
は
学

科
内
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、息
つ
く
暇
な
く
十
九
日
に
後
期
授
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
基
礎
的
な
教
養
科
目
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
年
次
ま
で

の
開
講
と
な
り
、三
年
次
か
ら
は
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
学
科
専
攻
科
目
及
び
資

格
関
連
の
科
目
が
主
と
な
り
ま
す
。十
月
に
実
施
し
た
コ
ー
ス
選
択
調
査
で
は
、

四
つ
の
各
コ
ー
ス
に
程
よ
く
希
望
者
が
分
散
し
ま
し
た
。但
し
、中
に
は
未
だ
明

確
な
選
択
に
至
ら
ず
迷
っ
て
い
る
者
も
多
く
、残
り
僅
か
な
期
間
で
自
分
の
将

来
を
見
据
え
、コ
ー
ス
を
決
定
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、現
時
点
で
既

に
取
得
単
位
数
が
進
級
の
基
準
に
満
た
な
い
者
も
若
干
名
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、辛
抱
強
く
学
業
を
継
続
し
て
いっ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　
九
月
に
学
芸
員
希
望
者
の
博
物
館
実
習
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。後
期

に
入
り
、専
門
科
目
に
加
え
て
大
学
の
学
習
の
集
大
成
と
言
え
る
課
題
研
究

が
加
わ
り
、各
研
究
室
に
分
か
れ
て
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。一月
に
は
発

表
会
が
行
わ
れ
、半
年
間
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た
、十
二
月
に
は
就
職

活
動
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。一月
の
東
京
で
の
合
同
会
社
説
明
会
バ
ス
ツ
ア
ー
に

ク
ラ
ス
の
半
数
が
参
加
し
、い
よ
い
よ
本
格
化
と
いっ
た
所
で
す
。現
在
、個
人
面

談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
学
生
、ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
な
い

学
生
、個
人
差
が
見
ら
れ
ま
す
。学
習
状
況
も
同
様
で
、一部
頑
張
り
が
必
要
な

学
生
も
出
て
き
ま
し
た
。学
習
も
就
職
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、各
自
の

最
終
目
標
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　　　
健
康
栄
養
三
年
生
は
、六
月
〜
十
月
の
間
、栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
業
務

を
学
ぶ「
臨
地
実
習
」を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。実
習
で
は
実
際
に
実
務
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
、仕
事
に
対
す
る
責
任
感
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
学

び
、貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、就
職
に
向
け
て
の
企
業
訪
問
も
始
ま
り
、忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
が
、担
任
と
し
て
は
健
康
面
や
精
神
面
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。保
護
者
の
皆
様

は
、悩
ん
で
い
る
時
、不
安
に
な
っ
て
い
る
時
、ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
時
な
ど
、最
後
ま
で

話
を
聞
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
。聞
い
て
も
ら
う
こ

と
で
安
心
し
、話
す
こ
と
で
自
分
の
方
向
性
が

見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。今
後
共
、宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　　　　
三
年
に
も
な
る
と
制
作
発
表
も
活
発
に
な
っ
て
行
き
、大
き
な
と
こ
ろ
で
は

鈴
木
健
太
君
が
今
年
新
設
さ
れ
た
芸
術
祭
彫
刻
部
公
募
展
に
於
い
て
宮
城

県
芸
術
協
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。荒
木
香
澄
さ
ん
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
東
北「
東

北
Ｚ
」の「
ふ
る
さ
と
の
絵
」に
応
募
し
、選
出
作
品
と
共
に
テ
レ
ビ
出
演
い
た
し

ま
し
た
。彼
女
は
日
図
創
作
図
案
総
合
に
も
応
募
し
入
選
し
て
い
ま
す
。学
科

内
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
佐
藤
麻
依
子
さ
ん
他
六
名
入
賞
し
三
年
次
の
存
在
感
を
表

し
始
め
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
＆
個
展
も
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
ノ
マ
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
チ

ゴ
で
発
表
し
始
め
、二
月
に
もlight source

で
十
三
人
の
同
期
で
の
グ
ル
ー
プ

展
、三
月
に
ギ
ャ
ラ
リ
ーGA

O
N

G

で
鈴
木
菜
奈
さ
ん
の
個
展
等
こ
れ
か
ら
も
期

待
さ
れ
る
模
様
で
す
。四
年
生
に
向
け
て
、卒
業
制
作
・
卒
業
論
文
、さ
ら
に
は

就
職
活
動
に
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　
卒
業
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
勉
学
の
集
大
成
と
も

言
え
る
課
題
研
究
の
発
表
と
論
文
提
出
を
終
え
、学
生
た
ち
は
大
き
な
仕
事

を
済
ま
せ
た
達
成
感
に
ひ
た
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。入
学
以
来
、日
々
の

授
業
、研
修
旅
行
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、学
内
外
の
様
々
な
行
事
、教
育
実
習
や

博
物
館
実
習
等
々
思
い
出
深
い
四
年
間
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。あ
と
は
卒
業

を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
が
、気
が
か
り
な
こ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。就
職
で

す
。内
定
者
は
半
数
に
満
た
ず
、就
職
活
動
を
し
て
い
る
も
の
の
、な
か
な
か
成

果
が
現
わ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。卒
業
ま
で
に
何
と
か
内
定
が
と
れ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
四
年
生
は
、十一月
に
す
べ
て
の
臨
地
実
習
を
終
え
て
国

試
対
策
及
び
セ
ミ
ナ
ー
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
、十
二
月
の
模
試
で
は
全

体
の
成
績
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。十
二
月一日
に
は
四
名
の
卒
業
生
を
迎
え
て
家

政
特
別
講
義
を
行
い
、各
自
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
気
を
引
き
締
め
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。十
二
月
十
五
日
の
課
題
研
究
発
表
会
は
、三
年
後
期
か
ら
の
集
大

成
を
全
学
生
の
前
で
発
表
し
、緊
張
感
と
無
事
に
終
え
た
安
心
感
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

  

就
職
活
動
は
夏
休
み
以
降
に
内
定
報
告
が
増
え
て
、現
在
ま
で
に
約
二
十
名

が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。し
か
し
、内
定
後
も
就
職
活
動
を
継
続
し
、よ
り

よ
い
職
場
を
見
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　　　
生
活
美
術
学
科
四
年
生
は
現
在
、卒
業
に
向
け
て
最
終
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る

卒
業
制
作
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。四
年
間
の
集
大
成
と
な
る
作
品
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
と
、各
人
が
今
ま
で
に
習
得
し
た
技
術
と
知
識

を
総
動
員
し
な
が
ら
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
制
作
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。ま
た
作
品
の
制
作
だ
け
で
は
な
く
、二
月
八
日
か
ら
二
月
十
三
日
に
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
卒
業
制
作
展
の
運
営
の
準
備
も
同
時
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、年
末
年
始
の
休
み
も
そ
こ
そ
こ
に
、忙
し
く
動
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　　　　
入
学
か
ら
早
九
ヶ
月
、六
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活
学一年
は一人
も
欠
け
る
こ

と
な
く
全
員
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ク
ラ
ス
と
い
う
よ
り
ゼ
ミ
に

近
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
も
今
で
は
す
っ
か
り
馴
染
み
、研
究
室
で
み
ん
な

揃
っ
て
昼
食
を
と
る
事
も
自
然
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
秋
の
大
学
祭
で
は
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
の
学
生
は「
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展
」を
開
催
し
、一方
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
は「
生
活

学
専
攻
合
同
作
品
展
」を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
四
月
に
新
専
攻
の
学
生
が
入
学
す
る
と
生
活
学
専
攻
と
し
て
は
い
よ
い
よ
最

後
の
学
年
と
な
り
ま
す
。就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
時
期
で
す
が
学
業
を
修

め
る
こ
と
と
将
来
の
道
筋
を
立
て
る
こ
と
、こ
の
二
つ
を
悔
い
な
く
や
り
遂
げ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　
短
大
生
活
で
最
も
大
き
な
行
事
の一つ
で
あ
る
大
学
祭
を
初
め
て
経
験
し
ま

し
た
。八
十
周
年
記
念
棟
が「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
」に
大
変
身
！
輪
投
げ
、ボ
ウ

リ
ン
グ
、魚
釣
り
な
ど
の
楽
し
い
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
と
、劇『
三
島
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
森

の
仲
間
た
ち
』を
す
べ
て
自
分
た
ち
で
考
え
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。当
日
は
、地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
大
盛
況
。連
日
夜
遅
く
ま
で
残
っ
て
準

備
を
し
た
り
、仲
間
と
共
に
悩
み
、考
え
、励
ま
し
合
い
、時
に
は
涙
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
り
と
、決
し
て
平
坦
で
は
な
い
道
の
り
で
し
た
が
、だ
か
ら
こ
そ
、終
わ
っ

た
時
の
充
実
感
と
達
成
感
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
仲
間
と
共
に…

来
年
度
は
本
実
習
に
向
か
っ
て一気
に
G
O
！

　　　　
平
成
二
十
五
年
の
新
年
の
抱
負
は
、「
内
定
を
も
ら
う
」が一番
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、昨
年
の
夏
の
課
題
は
就
職
活
動
の
は
ず
で
し
た

が
、夏
休
み
を
満
喫
し
き
っ
た
様
子
に
見
え
ま
し
た
。早
く
意
識
を
切
り
替
え

よ
う
と
個
人
面
談
を
行
い
ま
し
た
。面
談
で一人
ひ
と
り
と
向
き
合
え
ば
、そ
れ

ぞ
れ
が「
働
く
」こ
と
に
つ
い
て
、真
剣
に
考
え
て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。し
か
し
、受
験
に一度
失
敗
す
る
と
、自
信
を
喪
失
し
、挑
戦
よ
り
あ
き
ら
め

の
気
持
ち
が
優
勢
に
な
り
、次
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

す
。背
中
を
押
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
と
並
行
し
て
、一年
間
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
研
究
の
発
表
会
に

向
け
て
、追
い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。最
大
限
に
表
現
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　　　　
九
月
半
ば
の
後
期
に
入
っ
て
か
ら
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
毎
週
木
曜
日
二
コ
マ
目
終

了
後
と
な
り
ま
し
た
。間
も
な
く
、十
月
第
二
週
か
ら
の一か
月
間
に
わ
た
る
幼

稚
園
教
育
実
習
に
突
入
し
、こ
の
時
期
か
ら
就
職
戦
線
が
始
ま
り
ま
す
。実
習

中
も
求
人
情
報
が
来
る
た
め
、学
生
課
と
連
携
し
な
が
ら
、そ
の
た
び
学
生
の

メ
ー
ル
に
送
信
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、実
習
先
が
学
生
各
自
の
実
家
か
ら
通
え
る
所
に
あ
り
、そ
こ
に

就
職
で
き
れ
ば
、何
よ
り
な
の
で
、実
習

事
前
指
導
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

「
実
習
が
就
職
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
」

こ
と
を
強
調
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
の

結
果
、保
育
実
習
や
幼
稚
園
実
習
の

実
習
先
か
ら
採
用
さ
れ
た
学
生
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
三
月
末
ま
で

続
く
就
職
活
動
に
よ
り
、全
員
社
会

人
と
し
て
立
派
に
巣
立
っ
て
いっ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

ク
ラ
ス
だ
よ
り

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

短
大
生
活
学
専
攻

　2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
生
活
学
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

広報

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

（
平
成
二
十
四
年
度
後
期
）
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　本
年
度
の
大
学
祭
は
、「
生
文
革
命
〜
今

動
き
出
す
〜
」を
テ
ー
マ
に
平
成
二
十
四
年

十
月
二
十
日
と
二
十
一日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
日
と
も
天
気
に
恵

ま
れ
、大
勢
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。屋

外
で
は
各
種
団
体
に
よ
る
飲
食
関
係
や
小

物
・
雑
貨
な
ど
の
模
擬
店
が
軒
を
連
ね
、大

い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、五
号
館
前
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
関
係
の
演
奏
や
大

道
芸
、球
舞（C

U
B

E

）の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。校
舎
内
で

は
文
化
系
団
体
の
作
品
展
示
や
、学
科
・
専

攻
に
よ
る
学
習
内
容
に
関
す
る
展
示
・
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
、来
場
者
が
展
示
や
発
表
に

興
味
を
示
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。ま
た
、一

日
目
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時
開
催
さ

れ
、本
学
受
験
を
考
え
て
い
る
高
校
生
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　一
日
目
の
午
後
三
時
か
ら
は
、恒
例
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
は「M

y Spirit

〜
私
の
魂
〜
」を
テ
ー
マ

に
、学
生
た
ち
が
仕
立
て
た
衣
装
の
数
々
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ナ
ー
、モ
デ
ル
、会

場
の
運
営
な
ど
す
べ
て
の
役
割
を
学
生
が
担

当
し
て
い
ま
す
が
、学
生
た
ち
の
全
霊
を
込

め
た
ス
テ
ー
ジ
に
、会
場
か
ら
は
多
く
の
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　大
学
祭
は
二
日
目
最
後
の
花
火
を
も
っ

て
、全
日
程
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

　毎
秋
季
に
恒
例
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る「
三
島
学
園
公
開
講
座
・
東
北

生
活
文
化
大
学
講
演
会
」が
、十
一月
二
十
七
日（
火
）に
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、脳
科
学
者
と
し
て
有
名
な
川
島
隆
太
先
生（
東
北
大

学
加
齢
医
学
研
究
所
教
授
）を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
で
あ
り
、会
場
は
学
生
、

教
職
員
、及
び
受
講
希
望
の
あ
っ
た一
般
市
民
で
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。し
か
も
演
題
が『
脳
を
知
り
、脳
を
鍛
え
、脳
を
育
む
』で
あ
り
、非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
上
に
、川
島
先
生
か
ら
直
接「
私
た
ち
の
脳
は
ど
の
よ
う

な
構
造
・
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
、ど
の
よ
う
に
し
て
複
雑
な
働
き
を
し
て
い
る
の

か
、ま
た
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
脳
は
鍛
え
ら
れ
、育
め
る
の
か…

」な
ど
と
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
で
有
意
義
な
学
習
機
会
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、講
演
後
の

学
生
か
ら
の
質
疑
も
い
つ
に
な
く
活
発
で
、本
当
に
充
実
し
た
講
演
会
で
し
た
。

　中
で
も
特
に
、「
健
全
に
脳
を
鍛
え
育
ん
で
い
く
上
で
も
、健
康
的
な
生
活
リ
ズ

ム
の
維
持
・
継
続
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
が
、と
り
わ
け『
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
取
る

（
十
分
な
カ
ロ
リ
ー
と
栄
養
を
摂
る
）』こ

と
が
重
要
で
あ
る
」と
の
ポ
イ
ン
ト
や
、あ

る
男
子
学
生
か
ら
の「
日
中
、ち
っ
と
も
や

る
気
が
起
き
な
い
の
で
す
が
、ど
う
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」と
の
質
問
に
対

す
る
、「
や
る
気
が
起
き
な
い
第
一の
原
因

は
、生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、こ
れ
か
ら
は
先

ず『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』か
ら
始

め
て
み
て
下
さ
い
！
」と
の
川
島
先
生
か
ら

の
回
答（
ア
ド
バ
イ
ス
）に
至
っ
て
は
、実
に

多
く
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
納
得
の
い
く

生
活
処
方
で
あ
り
重
要
な
教
訓
に
な
り

ま
し
た
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

移動の美術
　2004年、世界の芸術をリードする500人を対象に行われた調査で、最もイン
パクトのあった現代芸術作品に選ばれた傑作がただの便器であったことに驚かれ
る方もいるかもしれません。「R. Mutt」と署名されただけの陶器製便器はピカソの

「アヴィニョンの娘たち」、「ゲルニカ」を抑え、1位を獲得しました。それ以降、大勢の
美術家達が美術の枠組みの外から中へ、中から外へ、ショッキングなオブジェを入
れては出し、出しては入れを繰り返し、独自の脈絡を形成するに至りました。便器は、
時に廃棄物に、時に排泄物に、時に剥製に、時に殺人現場に姿を変えました。
　1968年、デュシャンは他界します。とうの昔に美術界を離れ、チェスに没頭する
ことを選択したにもかかわらず、現代美術界の巨星であり続けた男の死は一つの
時代の終わりとリンクしていたのかもしれません。彼が世を去ったその年に美術の枠
組みの外で、興味深い「オブジェ」の存在が確認されます。考古学者、ラルフ・ソ
レッキ博士が中東の洞窟で発掘したネアンデルタール人の遺骨から大量の花粉
が検出されたのもこの年です。洞窟には生息しない植物の花粉が遺骨に付着して
いたことから、彼等はネアンデルタール人が精神文化を有していたと推測します。遺
骨に花粉が移動した事実は必然的に我々の想像力を刺激します。我々は彼等の
死者を敬う心ばかりか、彼等が形成する美しい社会のありさままでをイメージしてしま
います。この仮説は後に否定されることになりますが、この我々の花粉によって始動
する想像力とそれによって映し出されるヴィジョンを否定することはできません。
　既製物の移動とそれが生み出す心理的インパクトによって価値形成を諮る現代
美術上の脈絡を始動した男の没年に、物の移動が社会の理想を映し出す物証
が偶然にも発見されました。私も移動によって、表現を試行する作家の一人です
が、2001年9月11日、沈黙する米国美術界を目の当たりにしたことを期にデュシャ
ンピアンアートとの関連で自分を語ることをやめました。あれから、骨に付着した花粉
を私の表現活動における原点にしたいと考えるようになりました。

　仙台地方に特有な型染めの調査と、それらの文様をデジタルアーカイ

ヴし現代に活かす方法について研究しています。

　仙台の型染めの代表格は、明治から戦前にかけて隆盛した「常盤紺形

染」という植物文様や動物文様、幾何文などが白抜きで表現された藍染

め布です。この染物の特徴は、他の染織技法から得られる模様(織絣や

絞染め)を型染めで表現していることにあります。東北では絣織の技術が

育ちませんでしたが、人々が憧れた絣模様の布をこの染物が安価に提供

していました。また、模様を付ける防染糊にも特徴があります。通常はもち米

を主原料とした糊が使われますが、常盤紺形染では粘土質の白土に蕨粉

を混ぜたものが用いられました。

　残念ながら、当時の常盤紺形染の衣類や布地は殆ど残されていませ

ん。布の寿命が尽きるまで大切に使われたのでしょう。そこで、模様付けに

使われた型紙に注目したところ、1,000枚以上の型紙について調査と電

子保存をさせていただくことができました。しかし、型紙の多くも劣化が著しい

状態にあります。

　現在は主に、大正～昭和の注染(浴衣や手拭)を研究対象とし、900

枚以上の地域色豊かな注染型紙の調査と電子保存、そして複製型紙の

制作とその活用についての研究を継続中です。

　なお、この一連の研究には文部科学省科学研究費補助金(H18年～

23年)、日本学術振興会科学研究費助成金(H24年)の交付を受けてい

ることを申し添えます。

　私の専門分野は外科学です。東北大学卒業後2年間の研修を終え、

東北大学の第二外科というところに入ってからが研究の開始となります。

主な研究対象は食道癌で、治療成績の向上を目指し臨床研究を行う傍

ら、基礎的研究として食道癌および正常食道の細胞を培養し、その増殖

様式の違いを研究してきました。30年前に研究を始めてから約15年間研

究を行ったことになります。残念ながら基礎研究の成果は臨床に繋がるこ

とはなかったのですが、最新の細胞培養の技術や遺伝子工学の技術を

使った研究は楽しいものでした。大学病院を去り、病院で消化器外科の臨

床を行っていましたが、平成15年に東北生活文化大学に赴任しました。本

学では「課題研究」として学生とともに透析患者の栄養に関する研究と学

校保健に関する研究を行ってきました。学校保健に関しては、喫煙、インフ

ルエンザ蔓延、薬物乱用、健診などをテーマとしました。2年前より東北大

学で行っていたような細胞培養を用いた研究のための設備が整い、学生

と一緒に実験を始めています。東北大学加齢医学研究所から癌の細胞を

入手し、増殖様式などを検討してきましたが、正常細胞と癌細胞で違う点

がいくつか分りました。その中で培養液中のカルシウム濃度と癌の増殖度

の関係に興味をもっています。現在、細胞内カルシウム濃度を測定するた

めに種々の準備をしているところです。

　専門はピアノ演奏ですが、保育者養成校に勤務してからは音楽指導

法について研究しています。

　近年は、保育者志望であっても鍵盤楽器を習った経験がない学生が多

数入学してきます。未経験者が入学者の半分以上を占める年もあり、全員

が保育者として充分なピアノ技術を身につけて卒業するには指導上様々

な工夫が必要です。平成18年度からは、簡易伴奏法に関する研究を

行っています。童謡や唱歌、現代の子どもの歌の中には主要三和音を用

いた簡易伴奏で弾くことができるものも多く、学生もそのことを理解し積極的

に取り組むようになりました。この伴奏法によって、学生のレパートリー数の増

加が確認できています。

　また、平成22年度からは、昼休みに10minutesコンサートを開催して

います。ここ数年、学生の表現力不足が目立つように感じていますが、それ

は演奏会に足を運ぶ機会が少なく音楽による感動体験が乏しいためでは

ないかと考えるようになりました。そのような学生に間近で音楽を聴いて欲し

いという思いからこのコンサートを試みています。昨年はショパンの「ノクター

ン第2番」や「幻想即興曲」、エルガーの「愛の挨拶」、中田喜直の「エ

チュード・アレグロ」などを演奏しました。少しでも多くの学生が聴き、何かを

感じ取ってくれればと思っています。

私 の 研 究

大学生活美術学科 教授

専門分野：彫刻
主な担当科目：美術鑑賞Ⅰ・Ⅱ、美術史Ⅰ・Ⅱ

瀬 戸  典 彦
大学家政学科 講師

専門分野：被服一般（染色学、被服平面造形）
主な担当科目：被服平面造形学、染色学実習、テキスタイルデザイン

川 又  勝 子

大学家政学科 教授

専門分野：外科学
主な担当科目：解剖生理学、病理学、臨床医学

片 山  正 文
短大生活文化学科 講師

専門分野：音楽教育、ピアノ演奏
主な担当科目：ピアノⅠ・Ⅱ・Ⅲ、音楽Ⅰ・Ⅱ

阿 部  陽 子
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